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第 3回日産財団リカジョ賞 -奨励賞- 
テーマ 科学のおもしろさを伝える「第 14回女子中高生のための関西科学塾」 
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活動紹介 

【概要】 
関西の国公立 6 大学＊１が共催して行う、女子中高生に理系進路の魅力を伝える事業。通年で 5
回の下記内容の講座を開催。 
①企業や大学で活躍する女性研究者による講演及び理系女子大学生との交流会。 
②大学の実験室で、大学の実験機器を用いて小グループに分かれて実験・実習。 
③企業（製造業）の見学、体験実習、女性技術者との交流。 
④大学の実験室で実験の後、宿舎で指導員とともに結果の整理、考察、発表準備を行い、翌日
発表するまでを体験する。1泊 2日で開催。 

【目的】 
・理工系の学術分野のおもしろさを実験・実習を通して伝えること 
・理工系分野を好きな仲間が大勢いることを知らせること  
・女性に相応しい職業としてさまざまな理工系の仕事があることを知らせること 

【規模】 
中高生 586人、保護者など288人、実施者（大学教員、学生など）130人、実験テーマは「女子
らしい」というジェンダーバイアスに縛られない幅広い分野から 40 テーマ以上を準備。 
各講座のニューズレターは HP に掲載＜http://kansai-kj.sakura.ne.jp/2019.html＞ 

ＰＲ 
メッセージ 

2006年より JSTの助成金で実施していましたが、10年を超す実績をもとに運営母体を一般社団
法人化し、スポンサー企業（賛助会員）の支援で活動を行う体制に発展しました。安定した活動を
継続するために賛同してくださる企業が増えることを願っています。 

＊１ 京都大学、大阪大学、神戸大学、奈良女子大学、大阪府立大学、大阪市立大学 
  

  

 

90%の生徒が「進路選
択の参考になった」と回
答。 

84%の生徒が「将来科
学技術を必要とする職業
につきたいと思うようになっ
た」と回答。 

女子大学生との交流会 

実験の様子（プリズムを通して見えたものは？） 


